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	 Patients’	experiences	were	simulated	and	 investigated	 from	preparation	 to	execution	during	a	
practical	on	“communication	with	elderly	people	with	dementia.”	Interviews	were	conducted	with	sim-










研 究 報 告
















































































































































































60 歳未満が 1 名、他は 60 ～80 歳代であった。
SPの活動年数は、４～17 年で幅があった。調査
対象者の中で、SP として認知症高齢者を初めて





























































ID 年齢 SP 活動年数（年） 認知症高齢者の SP 経験有無
1 80 歳代 17 有
2 60 歳代 11 有
3 60 歳代 10 有
4 70 歳代 9 有
5 60 歳代 9 有
6 80 歳代 8 有
7 60 歳代 4 有






















































































































































































































































SP 参加型学習での高齢な SP に対する養成は、
生涯学習の側面も有することが考察できた。ま
た、学ぶこと、適度な緊張を伴うこと、世代間交
流の側面を持つことなど、リタイアした高齢者の
社会参加としてプラスの側面も多く持っている。
これらの生涯学習とプラスの側面を十分に活かす
ために、看護学生への学習効果のみならず、SP
にとっての効果も加味した演習プログラムの工夫
や、役作りのための認知症や老いについて学ぶ機
会を設け、大学の教員が協力するなどの支援を模
索する必要があると考える。そのためにも、高齢
期にある人が SPとして演習に参加協力すること
による経験の内容や意義について検討を重ねるこ
とも今後の課題となった。
共立女子大学看護学雑誌　第 3巻（2016）
28
Ⅶ　結　論
　SP が認知症高齢者を演じるための準備から、
演習での看護学生とのやり取りの実施から得た
SPの経験は、SP自身に向けた経験と年長者とし
ての役割を果たす経験であった。
　SP 自身に向けた経験では、生涯学習となる経
験と、高齢期の発達課題と向き合う経験があっ
た。演じるための準備として認知症の症状や適切
な関わり方を学習すること自体が生涯学習の側面
を有する経験であった。また、演じ看護学生から
の対応を受け、自分とは違う考えを持つ看護学生
を尊重し受け入れながら演習を進め助言をする高
齢期の発達課題とも向き合うことを経験していた。
　年長者としての役割を果たす経験は、高齢期の
発達課題である後継者への継承の機会を経験して
いた。これは、認知症高齢者を演じることで受け
た看護学生の援助内容や、援助する基盤となる考
え方を捉え、認知症高齢者の代弁者となって援助
の良し悪しを率直に表現し助言できる存在であっ
た。
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